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く特集) 東 北 タイ ･ドンデ ー ン村

編 者 の こ と ば

福 井

この特集号は,タイ国東北部のドンデーン

村を対象に行われた村落調査の結果の一部を

紹介することを目的として編集された｡調査

は終了しているが,その結果のとりまとめに

はなお相当の時間を要する｡本号にとりあげ

た諸論文は,比較的分析が進んだ部分,資料

的価値をもつものなどを中心としている｡ ド

ンデーン村調査の全体を偏りなく代表してい

るものでは必ずしもない｡

この研究プロジェクトは,京都大学東南ア

ジア研究センターの石井米雄教授を代表 と

し,主に文部省科学研究費補助金(海外学術調

査)によって行われた｡現地調査は,1981年度

に7カ月間,1983年度には12カ月間行われた｡

調査者の数は,初年目が日本人16人,タイ人

3人,2年目は同じく20人とふたりであった｡

調査者個人をとれば,1年のみの参加者を除

けば,各自が1ないし6カ月間の定着を2回

経験したことになる｡参加者の専門は,人類

学,社会学,経済学,地理学,環境科学,そ

れに農学の各分野にわたる｡-村落の調査に

かくも多数,かつ多岐にわたる研究者が関わ

ったことについて,多少の説明を要すると思

われる｡

村落定着調査という研究方法が人類学者た

ちによって認められるようにな った背景 に

は,村をひとつの全体としてみ,それを構成

し,その中で互いに機能している諸要因を明

らかにしようとする態度があった｡このよう
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な見方によれば,総合的で,かつ詳細な調査が

必要になるが,それが必ずしも成功していな

いことは,人類学者たち自身が認めるところ

である｡その根本的な原因は,̀òneman,One

village,oneyear" といわれる人類学的調査

の一般にある｡ドンデーン村調査においては,

自然科学を含む学際的チームにより,1964年

に水野浩一氏によってはじめて調査されたと

同じ村を再調査することによって,従来の調

査方法の殻を打ち破ることを意図した｡

一方,調査に参加した自然科学,とくに農

学関係者にとって,社会科学者と合同の村落

定着という方法は,まったくの冒険であった｡

なぜなら,このような試みは,実験的方法を

主たる武器として発達してきた従来の農学研

究を離れ,もっぱら実態調査に没頭すること

を意味するからである｡単に社会科学に奉仕

する以上に,農学というディシプリンにおい

て十分な評価がえられるような仕事ができる

かどうかは,まったく分からない｡しかし,

開発途上国の農業の諸問題を考えるとき,実

験室や試験場に閉じこもらずに,現場の農業

を全休的,組織的に調査研究する必要性があ

ると思われる｡そのための方法論はないもの

の,村落定着というやり方によって,村落レ

ベルでの農業を体系的に把握することに意義

を認めた｡

以上に述べた社会,自然科学双方のそれぞ

れの思惑は,村落レベルでの総合的,全体的

調査という点で一致する｡すなわち,いずれ
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の分野に属する者も,専門に関わるある一面

の理解だけには満足しないという了解を頼り

に,本調査は実行に移されたのである｡

学際的チームの定着は,人類学者ひとりが

定着するのとはまったく異なった光景を現出

したO常時10人近くの異邦人が, 5-6人の

ラーオ系タイ人の若い大学生助手とともに,

176戸からなる村の中で,2-3軒の農家を借

り切ったり,間借りして,毎朝,毎晩,村人

と顔を会わせて生活したのである｡ 3人の女

中,4人の常雇いインフォーマント兼助言者,

それに季節的に必要であった5-6人の人夫

紘,すべて村内から雇った.近親者集田のこ

とを村では ｢スム｣と称するが,われわれの

この大集団は,｢スム･ジープン(日本人ス

ム)｣と呼ばれた｡

社会科学者たちは,面接調査が主である｡

彼らは,各戸をめぐり,儀礼,集会には必ず

顔を出し,寺に通う｡ ある者は,近隣村を回

り,町の市場や役所に出掛ける｡ 三脚を立て

測量する者もいる｡ 食事をのぞき,水がめを

数え,井戸水を採取する｡農学者たちは,村

人と同じく朝に家を出,野良で昼食と昼寝を

し,夕べに水牛の尻について村に戻る｡ある

ときには,ドンデーン村の祖先村を他県に訪

ね,また,離村した村民が向かった開拓村を

訪れた｡

われわれの村への順応,村人のわれわれの

受入れには,ともに大きな問題はなかったと

思っている｡その理由のひとつとして,17年

前に滞在した水野氏に対する親近感が残って

いたことをまずあげねばならない.この点で

も,同氏に対するわれわれの負債は大きい｡

第2には,ラーオ系タイ語を話すタイ人だけ

を選んで助手としたことである｡ これは,彼

らが村人と調査者とのよき仲介者となり,両

者間の距離感を縮める効果をもった点におい

て,また,お上の調査という感じをとり除い

てくれた点で成功であった｡
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とはいえ,今回調査における調査者と村人

との関係が,単独調査者の場合と根本的に異

なるのは当然のことである｡しかし,多人数

であることが障害となっている感をもっこと

はなかった｡かえって,単独調査者の場合に

ありうべき弊害を薄める効果があったと思わ

れる｡というのは,さまざまなパーソナリテ

ィーをもち,年齢の幅のある調査者たちが,

同じくパーソナリティーを異とし,年齢をた

がえる村人たちに生活のさまざまな面で接触

したことによって,村人たちと調査者たちの

間に複数の付合いのルートが形成され,それ

らを通して多様な情報が両方向に行き交うと

いった状況が生じたからである｡このような

状況下で,事実の誤認,見落としが未然に防

がれやすくなっただけではなく,ひとりよが

りな判断をする危険性もより少なくて済んだ

と考える｡

本特集号におけるタイ語のカタカナ表示

は,以下の方針によった｡(イ)タイ字綴りよ

りも現地の発音を重視する｡(ロ)不自然でな

い限り長音,擾音を省略する｡ (ハ)音節の

最後にくるng音は,｢ング｣とすることを原
則とするが,調査村の名である p)飢川那 (ド

ンデーング)と, メコン河など慣用化してい

るものに限って ｢ン｣とする｡

また,いくつかの論文で使用するタイラー

オ語の原語表記については,下記に従った｡
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ドンデーン村 に関する水野氏の業績 は,

『タイ農村の社会組織』1981,東京 :創文社

に主としてまとめられている｡今回調査の部

分的報告として,すでに公表されているもの

の一覧を,以下に額介しておく｡

Fukui,H.;Kaida,Y.;andKuchiba,M.,eds.1983.
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AnZnz-'m Report/A Rice-growing Village

Rcm'sizedIAn hzegrazed Study of Rural

DcveZopmenzinN ortheastThailand.Kyoto:
TheCenterforSoutheastAsianStudies,Kyoto
University.
1985.TheSecondInzerz'm Report/A

Ric6-growingVillageRcvisizedIAn/ntegrazed

Study of RuralDeveZopmc72tinNorzhea∫t

Tha3'Za7ld.Kyoto:TheCenterforSoutheast
AsianStudies,KyotoUniversity.

林 行夫.1984a.｢モータムと 『呪術的仏教』-
東北タイ･ドンデーン村におけるクン･プラク

ム信仰を中心に- ｣『アジア経済』25(10):
77-98.

1984b.｢東北タイ農村 ドンデーンにお
ける寺院租織,儀礼と世界観｣『龍谷大学仏教
文化研究所紀要』23:58-74.
1984C.｢タイの農村生活と宗教- 東

北タイの-稲作村を中心に- ｣ 『国際農林業
協力』7(2):95-100.
口羽益生.1983.｢東北タイ･ドンデーン村の歴史と
村落組織にかんする口述資料｣『龍谷大学論集』
422:59-78.

口羽益生;武邑尚彦.1983.｢『屋敷地共住集団』再
考- 東北タイ･ドンデーン村の追跡調査 (中

間報告)- ｣ 『東南アジア研究』21(3):288-
308.

宮崎 猛.1984.｢東北タイ農村 における農地貸借
と農業共同経営に関する経済分析｣『アジア経
済』25(ll):46-60.
1985.｢親子農業共同経営 と相互扶助

的刈分小作に関する比較研究- 東北タイ･ド

ンデーン集落における家族周期の分析｣ 『農林
業問題研究』79:18-25.
野間晴雄.1982.｢東北タイ農村 の食生活と食事文
化｣『奈良大学紀要』ll:57-91.
- .1984.｢ドンデーン村小学生 の夢と現
実｣『近江路』31:1ト19.

パコン･クナルク.1983.｢パコン･クナルク氏のフ
ィールドノート｣『龍谷大学仏教文化研究所紀
要』林 行夫(釈).21:1-27.

武邑尚彦.1983.｢東北タイ農村の家族周期｣『滋賀
県立短期大学学術雑誌』24:91-100.

以上の刊行物 とは別 に, 謄写刷 りの 『DD

ニューズ レター』を発行 した｡現在,22号を

数える｡ これは,本調査のメンバ ー間の連絡

を密にし,萌芽状態のアイディアを交換 して,

名実ともに ｢総合的｣であるような研究を目

指す一助 として行なっているものである｡

(1985年9月)

I)onDaengVillageinNortheastThailand

EditorIsNotes

HayaoFuKUI*

Thisspecialissueintroducessomeofthe

resultsofan integrated villagestudy of

DonDaenginNortheastThailand. The

Beldwork iscompleted,butitwilltake
considerabletimetoanalyseallthedata

obtained. Thepapersinthisissuedonot

therefわrerepresentthewholestudy;only

thoseaspectsin which analysishaspro-

gressedtoacertainextenthavebeenselected.

～TheCenterforSoutheastAsianStudies,Kyoto
Universlty

The research projectwasdirected by

ProfessorYoneoIshiiofTheCenterfor

SoutheastAsianStudiesofKyotoUniverslty

and mainly fun°ed by the Ministry of

Education,ScienceandCulture.Fieldwork

wascarriedoutforsevenmonthsin 1981-

1982andfor12monthsin1983-1984.Six-

teenJapaneseandthreeThairesearchers

wereinvolved in the点rstterm,and 20

JapaneseandtwoThaiinthesecond.Most

ofthem twiceconducted丘eldworkinthe
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villageforfrom onetosixmonths･ They

includedanthropologlStSISOCiologlStSIecono-
mists,geographers,environmentalscientists,
and specialists in various branches of

agriculturalscience.

Why somany researchersin different

disciplinespartlClpatedinthisvillagestudy

shouldbeexplainedbrie且y.Villagestudy

isanestablishedstudymethodinanthro-

pology･Byviewlngallthemainelements

thatcontributetoaparticularsocietyor

cultureasfunctionallyinterrelated,anthro-

pologiststryto graspthesocietyasan

integralwholethrough detailedanalysisof

therelationshipsbetweenthevariouscore

elements. Thisapproachisnot,however,
withoutproblems,insofaras`̀oneman,
Onevillage,oneyear"istheroutinepractice･

Itisalmostimpossiblebysuchmeansfらr

ananthropologisttOcomprehendindetail

asocietyorcdtureasawhole,andhis

analysisofreality is,therefわre,usually
incomplete〉particularlyintherelationships

between natureand society. We have

attemptedanew methodofvillagestudy

by an interdisciplinary team,and have
restudiedavillagethatwas丘rststudied

byananthropologist,thelateKoichiMizuno,
in1964.

Foragriculturalscientists,Villagestudy

issomehowadventurous.Likeothernatural

scientists,their predominant method of
researchisexperimental･ Toparticipate

inavillagestudymeanstoabandonthis

time-honoredmethodandengageinsteadin

fact-finding丘eldwork･ Theirworkin the

villagemqy benefittheirsocialscientist

colleagueslbutnoneiscertainwhetherhe

willbeproperlyrewardedinhisowndis-
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cipline･Inviewofthevariousproblemsof

ruraldevelopmentindeveloplngCOuntries,
however,a comprehensive understanding

offarmingSystemsatdifferentlevelsis

relevant･ Thoughthereisnoestablished

method ofresearch,itisa worthwhile
challengetoseeksuch an understanding

atthevillagelevelbymeansofvillage

study･

Bothsocialandnaturalscientistswere

thusagreedthatanintegratedvillagestudy

wasworthwhile･ Thisresearch projectis

basedonaconsensusamongusthatnoone

wouldbesatisfiedwithstudyingonlylimited

aspectsofthevillage)andthateveryoneis

concernedwithallaspects.

Thepresenceofagroupofresearchers

inevitablydisturbedvillagelife･Atanyone

timeabout10fbrelgnerStogetherwith丘ve

orsixLao-speakinguniversltyStudentswho

workedasassistantsstayedintwoorthree

rentedhousesorroomsinthisvillageof

176households.Theteam recruitedthree

maidsandfourinformants-cum-consultants

throughoutthe丘eldwork,and丘veorsix

temporarylaborers,allofthem villagers.

Kingroupsarecalledsum inthevillage.

Ourteamwascalledsumjeihun(theJapa-
nesekingroup)･

Themaindailytaskofthesocialscientists

wastoconductinterviews･Theyvisitedthe

househddsonebyoneand attended all

sortsofgatherings,secularaswellasreli-

glOuS･ Someworkedoutsidethevillage,
visitingneighboringvilla.ges,ando托cesand

marketsinthetowns･Otherssurveyedland

withatheodotite. Ingredientsofmealswere

recorded,jarsofdrinkingwatercounted,and

well-watersampledforchemicalanalysis.
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Agronomistswentouttothefieldinthe

morning,hadlunchandanapthere,and

followedthewaterbuffaloeshomein the

evening. Wealsovisited thevillagesin

otherprovincesfrom wherethevillagers'

ancestorshad come,and thevillagesin

frontierprovincestowhererelativesand

neighborshademlgrated･

Webelievethatthevillagersreadilyac-

ceptedusinthevillage,andthatweadapted

welltovillagelife･Naturallyourrelationship

withthevillagerswasquitedifferentfrom

thatwhichasingleanthropologistWOuld

havedeveloped･ Thatthereweremany

researchers,however,didnotseem tohave

aserious negativeeffectonthefieldwork･

Rather,wefeltthatthepotentialshort-

comingsofsingle-researcher丘eldworkwere

avoidedtosomeextent･Therewasagreat

diversltyOfpersonalitiesandagesamong

the researchers as wellas among the

villagers,andthishelpedtoestablishmulti-

plechannelsofcommunicationbetweenus.

Thisinturnprovidedacounterbalanceto

thebiasesofindividualresearchersingath-

eringandinterpretinginformation.

(September1985)
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